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2022　　220号 （　　）2議会

市
政
をう

問
第2回定例会で16人が登壇

鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれ
の一般質問の動画をご覧いただけます。

一問一答方式一問一答方式
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6

39質問時間
60分
質問時間
60分6/8〜10

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

限
度
額
は
３
億
５
千
693
万
５
千
円
で
す
。
具
体

的
な
支
援
策
と
し
て
は
、
ま
ず
、
市
民
の
足
と

し
て
地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
事
業
者
に
対
し

て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
貸
し
切
り
バ
ス
事
業

者
へ
応
援
金
を
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

消
費
意
欲
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
鹿
沼
商
工
会
議
所
及
び

粟
野
商
工
会
が
実
施
す
る
短
期
流
通
型
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
及
び
発
行
額
を
拡
充
し
、
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

及
び
家
計
急
変
世
帯
へ
の
10
万
円
の
給
付
や
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
５
万
円
の
給
付
、
学

校
給
食
賄
材
料
費
高
騰
分
の
負
担
な
ど
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

○
農
業
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

○
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
観
光
交
流
に
つ
い
て

鈴 木　敏雄 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

政
府
が
発
表
し
た
総
合
緊
急
対
策
で
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
、１
兆
円
の「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
」
の
創
設
が
決
ま
っ
た
が
、
市
が
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

本
市
に
示
さ
れ
た
交
付
限
度
額
は

３
億
５
千
693
万
５
千
円
で
す

　
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
の
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
策

を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
で
き
る
よ
う

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
本
市
に
示
さ
れ
た
交
付

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
伺
う

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一般質問の
動画はこちら



2022　　220号（　　）3 議会

市政を　 う問

直
近
の
デ
ー
タ
で
は
、
令
和
２
年
度
の
取
扱
高

が
６
億
５
千
288
万
円
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
と
比

較
し
て
約
４
分
の
１
と
、
大
変
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
市
場
存
続
の
た
め
、
運
営
委
託

会
社
に
対
し
財
政
的
な
支
援
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
継
続
的
な
黒
字
運
営
に
は
至
ら
ず
、
市

場
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
場
内
の
大
部
分
の
構
築
物
は

老
朽
化
が
著
し
く
、
改
修
に
は
莫
大
な
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を

直
視
し
、
市
場
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
市

と
し
て
の
考
え
方
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
整

理
し
、
今
年
度
中
に
は
、
存
続
、
廃
止
を
含
め

た
方
針
を
固
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
整
備
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
県
内
他
市
に

お
い
て
も
６
市
７
地
区
で
新
産
業
団
地
の
整
備

が
進
行
中
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
後
の
新
た
な
整

備
計
画
の
準
備
に
着
手
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
本
市
に
お
け
る
新
た
な
適
地
の
創
出
に

つ
い
て
は
、「
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」
の

分
譲
状
況
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
既
存
の
茂
呂
地
区
の
工
業
専
用

地
域
の
土
地
利
用
の
あ
り
方
も
含
め
、
関
係
法

令
と
の
整
合
性
や
的
確
な
需
要
見
通
し
に
基
づ

き
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
産
業
団
地
を
つ
く

る
に
は
非
常
に
長
期
間
の
時
間
を
要
す
る
の

で
、
そ
れ
ら
に
備
え
て
準
備
を
始
め
る
こ
と
は

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
準
備
を
怠
る
こ
と

な
く
、
予
算
措
置
も
含
め
て
、
引
き
続
き
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
学
校
プ
ー
ル
等
に
つ
い
て

○
個
人
事
業
経
営
者
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
大
芦
川
川
遊
び
対
策
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
新
鹿
沼
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

関大 口　正一 議員貫　桂一 議員

鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て
伺
う

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て
、
現

在
の
運
営
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
今
後
の
運
営

方
針
を
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

今
年
度
中
に
は
、
存
続
、
廃
止
を
含
め

た
方
針
を
固
め
て
い
き
た
い
。

　

現
在
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
鹿
沼
市
公
設

地
方
卸
売
市
場
は
、
昭
和
51
年
の
開
設
以
来
、

本
市
の
食
品
流
通
に
お
け
る
中
枢
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に

は
、
最
大
の
取
扱
高
と
な
る
27
億
９
千
140
万
円

を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
流
通
形
態
の

多
様
化
等
に
伴
い
、
出
荷
者
や
買
受
人
が
減
少

す
る
に
つ
れ
て
取
扱
高
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

現
在
施
工
中
の「
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」

完
成
後
の
次
期
計
画
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え

と
課
題
、
及
び
他
市
の
状
況
を
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

関
係
法
令
と
の
整
合
性
や
的
確
な
需
要

見
通
し
に
基
づ
き
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
期
計
画
に
つ
い
て
、
第
８
次
総
合
計
画
で

は
「
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」
の
早
期
整
備

を
目
指
す
と
と
も
に
、
企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
「
適
地
の
創
出
を
検
討
す
る
」

と
記
載
し
、
企
業
誘
致
を
継
続
し
て
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
５
年
間
で
200
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
産
業
団

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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19
日
、
JR
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
大
宮
支

社
長
あ
て
に
、
混
雑
解
消
に
関
す
る
文
書
を
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
早
急
な
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
、
本
市
単
独
の
対
応
と
な
り
ま

し
た
が
、
県
と
の
情
報
共
有
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
状
況
の
把
握
に
努

め
、
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
施

策
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
現
在
、
JR
鹿
沼
駅
東

側
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
中
長
期
的
に

は
大
小
様
々
な
影
響
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
状
況
次
第
に
よ
っ
て

は
、
リ
ー
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
国
体
・
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
つ
い
て

藤 田　義昭 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
朝
の
通
勤
通
学

時
間
に
混
雑
が
発
生
し
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

困
っ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
JR
や
県
・
国
等
へ
ど

の
よ
う
な
対
策
協
議
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
市
の
移
住
政
策
や
駅
東
側
整
備
な

ど
各
施
策
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁
（
市
民
部
長・総
合
政
策
部
長
）
─
─

JR
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
大
宮
支

社
長
あ
て
に
、
混
雑
解
消
に
関
す
る
文

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

JR
等
へ
の
対
応
協
議
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
車
内
の
密
状
態
の
解
消
や
利
用
者
の

利
便
性
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
５
月

JR
日
光
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
混
雑
と
そ
の
対

策
及
び
地
方
に
お
け
る
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
、
そ
の
内
容
は
、
食
事
の

準
備
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
、
祖
父
母
の
介
護
や

見
守
り
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
が
、
年
齢
や
成
長

の
度
合
い
に
見
合
わ
な
い
仕
事
を
担
い
、
重
い

責
任
を
負
う
こ
と
は
、
学
校
生
活
や
人
格
形
成

に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。さ
ら
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
長
期

化
す
る
中
で
、
社
会
的
な
孤
独
や
孤
立
の
問
題

は
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、
支
援
体
制
の
整
備

は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
今
年
度
中
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

特
化
し
た
条
例
を
制
定
し
、
早
急
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
民
の
健
康
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
後
遺
症

に
つ
い
て

阿 部　秀実 議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
伺
う

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

実
態
調
査
や
相
談
窓
口
設
置
な
ど
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
家
庭
の
早
期
発
見
と
支
援
策
を
具
体

化
す
る
た
め
に
条
例
制
定
を
進
め
、
関
係
機
関

等
に
周
知
を
広
げ
認
知
度
向
上
を
は
か
り
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
子
ど
も

を
早
く
助
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
べ
き
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

今
年
度
中
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化

し
た
条
例
を
制
定
し
、
早
急
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
具
体

的
な
対
応
と
し
て
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
国

が
実
施
し
た
全
国
的
な
実
態
調
査
で
は
、
中
学

生
で
17
人
に
１
人
、
高
校
生
で
24
人
に
１
人
が

一般質問の
動画はこちら
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舘 野　裕昭 議員

市政を　 う問

通
し
た
矢
板
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
初
め
、
４
カ

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
４
か
所
が
事

業
中
で
す
。
本
市
で
は
、
県
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
他
の
自
治
体
の
設
置
事
例
や
事
業
化
に

お
け
る
手
続
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
鹿
沼
Ｉ
Ｃ
と
現
在
事
業
中
の
、
仮

称
「
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
の
間
隔
が
約

12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
長
い
こ
と
か
ら
も
、
中
間

点
に
位
置
す
る
磯
町
付
近
へ
の
設
置
は
本
市
の

発
展
に
と
っ
て
大
変
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
地
域
内
外
の
連
携
を

支
え
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
結

節
点
の
一
つ
と
し
て
有
効
な
施
設
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
県
を
初
め
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
米
飯
給
食
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て

○
黒
川
エ
コ
肥
料
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

国
道
国
道
293293
号
楡
木
バ
イ
パ
ス
の
事
業
再
開
と
ス
マ
ー

号
楡
木
バ
イ
パ
ス
の
事
業
再
開
と
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

磯
町
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
以
降
は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
表
記
）
の
設
置
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
の
設
置
要
望
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

現
在
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
人
々
の
交
流
や
物

流
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
ま
た
、
緊

急
輸
送
時
の
移
動
時
間
の
短
縮
な
ど
、
様
々
な

効
果
が
見
込
ま
れ
る
道
路
施
設
と
し
て
、
全
国

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
昨
年
開

一般質問の
動画はこちら

Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
利
用
者

が
多
く
、
か
つ
長
期
と
な
る
場
合
な
ど
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
、
避
難
者
の
情
報
収
集
に
と
っ
て
有

用
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

活
動
や
公
民
館
事
業
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
や
会
議
、
様
々

な
デ
ー
タ
収
集
な
ど
多
角
的
な
利
用
が
可
能
と

な
り
、
市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
観
光
施
設
を
中

心
に
設
置
を
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
施
設
の
多

様
な
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
今
後
は
順

次
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

梶 原　隆 議員

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

学
校
体
育
館
や
コ
ミ
セ
ン
な
ど
の
指
定
避
難

所
へ
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
コ
ミ
セ
ン
に
つ
い
て
は

生
涯
学
習
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
活

動
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
先
的
に
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　
　
弁（
市
民
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

公
共
施
設
の
多
様
な
利
用
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
今
後
は
順
次
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

指
定
避
難
所
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
状

況
及
び
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
、

指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
体
育

館
や
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

に
つ
い
て

○
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら
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ど
で
、
職
員
常
駐
の
公
共
施
設
65
施
設
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
水
道
蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
の
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
た
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
24
校
の
う
ち
19
校
、中
学
校
は
全
10
校
で
す
。

校
舎
等
施
設
の
蛇
口
の
形
状
は
、
回
転
式
ハ
ン

ド
ル
水
栓
が
主
流
で
あ
り
、
レ
バ
ー
式
水
栓
や

感
知
式
水
栓
の
設
置
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
大
規
模
な
給
水
設
備
改
修
な
ど

に
あ
わ
せ
、
レ
バ
ー
式
水
栓
や
感
知
式
水
栓
の

設
置
な
ど
、
引
き
続
き
、
学
校
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
水
道
蛇
口
の
感
染
防
止
対
策
未

対
応
校
に
つ
い
て
は
、
レ
バ
ー
式
ハ
ン
ド
ル
実

施
校
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
公
園
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

谷 中　恵子 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
の
た
め
に
、
公
共
施
設
で

行
っ
て
き
た
ハ
ー
ド
対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。
ま
た
、小
中
学
校
で
行
っ
て
き
た
、

水
道
蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
に
感
染
防
止
の
工
夫
を

し
た
学
校
数
と
未
対
応
学
校
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　
　
弁
（
市
長・教
育
次
長
）
─
─
─
─
─
─

引
き
続
き
、
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
対

策
と
し
て
は
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
体
温

測
定
器
や
、
手
指
消
毒
液
の
設
置
、
飛
沫
防
止

の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
や
、
シ
ー
ト
の
設
置
な

鹿
沼
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
伺
う

一般質問の一般質問の
動画はこちら動画はこちら

つ
、
品
数
の
維
持
や
行
事
食
の
提
供
な
ど
、
給

食
水
準
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
給
食
費
の

値
上
げ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て

は
、
献
立
内
容
の
見
直
し
や
食
材
の
変
更
な
ど

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
現
時

点
に
お
い
て
、
給
食
費
の
値
上
げ
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
給
食
費
を
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、

引
き
続
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
で

安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
回
の
定
例
会
に
関
係
予

算
を
含
む
追
加
補
正
予
算
案
を
提
出
す
る
予
定

で
す
。
引
き
続
き
、
食
育
の
推
進
や
、
地
場
産

物
を
使
っ
た
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供

し
、
学
校
給
食
が
「
生
き
た
教
材
」
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
職
員
の
運
転
免
許
証
等
の
確
認
に
つ
い
て

○
庁
舎
内
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

○
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

○
当
市
の
農
地
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

鈴 木　毅 議員

給
食
費
の
値
上
げ
を
さ
け
る
た
め
に
、
伺
う

給
食
費
の
値
上
げ
を
さ
け
る
た
め
に
、
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

物
価
高
騰
が
学
校
給
食
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
伺
う
。
市
は
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
給
食
費
月
額
小
学
校
４
千
500
円
、
中
学
校

５
千
400
円
を
維
持
し
、
値
上
げ
を
避
け
る
べ
き

で
あ
る
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

答　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

給
食
費
を
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、
安

全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を
維
持

し
て
い
き
た
い
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
給
食
に

お
い
て
も
多
く
の
食
材
が
値
上
が
り
し
て
お

り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
献

立
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
栄
養
価
を
満
た
し
つ

一般質問の
動画はこちら

石川小学校の蛇口
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市政を　 う問

金
で
す
。
交
付
の
対
象
地
域
は
「
振
興
山
村
」

と
し
て
、
山
村
振
興
法
に
よ
り
旧
町
村
単
位
で

指
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、本
市
に
お
い
て
は
、

粟
野
地
区
・
粕
尾
地
区
・
永
野
地
区
・
板
荷
地
区
・

西
大
芦
地
区
・
加
蘇
地
区
の
６
地
区
が
該
当
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
に
お
い
て
活
用
実
績
が
あ

り
、
内
容
は
、
市
内
産
の
無
垢
材
を
使
用
し
た
、

子
供
部
屋
や
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
の
商
品
化
で
し

た
。
中
山
間
地
域
の
産
業
基
盤
や
生
活
環
境
の

整
備
促
進
に
お
い
て
は
有
効
な
交
付
金
で
あ
る

の
で
、過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
、

ま
た
、
農
地
や
林
地
の
維
持
管
理
な
ど
、
深
刻

な
課
題
解
消
に
向
け
、
今
後
も
、
積
極
的
に
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
に
つ
い
て

○
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
定
額
利
用
制
度
に
つ
い
て

橋 本　修 議員

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
伺
う

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

山
村
地
域
で
は
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
に

よ
り
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
や
め
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
山
村
活
性

化
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
総
合
政
策
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足

な
ど
、
深
刻
な
課
題
解
消
に
向
け
、
今

後
も
積
極
的
に
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
は
、
中
山
間
地
域

の
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
や
景
観
、
伝
統
文
化

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
地
元
の
所
得

や
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
27
年
に
制
度
化
を
さ
れ
た
交
付

一般質問の
動画はこちら

８
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
概
算
事
業
費
は

１
億
８
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
財
源
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
過
去
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て
、
電
線
共
同

溝
に
よ
り
無
電
柱
化
し
た
路
線
は
市
内
に
国
県

道
で
３
路
線
、
市
道
１
路
線
、
計
４
路
線
で
す
。

今
宮
参
道
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
無
電
柱
化
の

予
定
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
に
、
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
財
政
的
な
理
由
に
よ
り
、

市
の
ほ
う
か
ら
中
止
と
い
う
形
で
意
思
表
示
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
度
に
第
６

期
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
中
で
、
正
式
に
計
画

か
ら
除
い
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ヒ
ト
ラ
ー
を
例
と
し
た
令
和
２
年
３
月
４
日

（
水
）
と
令
和
４
年
３
月
９
日
（
水
）
の
一
般

質
問
で
の
発
言
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
事
業
に
関
連
す
る
経
費
、
総
事
業

費
約
68
億
円
そ
の
他
経
費
約
５
億
円
の
合
計

約
73
億
円
の
内
、
今
回
２
億
７
千
263
万
５
千

円
の
変
更
に
つ
い
て

鰕 原　一男 議員

国
道
無
電
柱
化
に
併
せ
た
市
道
０
３
４
６
号
線（
市
役
所
前
道
路
）の
無
電
柱
化

に
つ
い
て
、
及
び
過
去
の
市
内
無
電
柱
化
計
画
と
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
道
０
３
４
６
号
線
（
市
役
所
前
道
路
）
の

無
電
柱
化
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
、及
び
国
県
・

市
が
実
施
し
た
過
去
の
無
電
柱
化
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。
特
に
今
宮
神
社
参
道
の
景
観

整
備
事
業
・
防
災
対
策
と
し
て
の
無
電
柱
化
計

画
の
中
止
と
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
都
市
建
設
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

整
備
延
長
300
メ
ー
ト
ル
、
事
業
期
間
は

５
年
間
、
概
算
事
業
費
は
１
億
８
千
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
整
備
延
長
300
メ
ー

ト
ル
、
事
業
期
間
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

一般質問の一般質問の
動画はこちら動画はこちら

市役所前道路の電柱
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生
徒
へ
の
必
要
な
視
点
だ
と
考
え
ま
す
が
、
衛

生
面
の
課
題
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
月
経
時
の

対
応
へ
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
、
現
状
の
対
応
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
共
施
設

へ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
要
な
施
設
の
女

性
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
と
無
償
で
引
き
換
え
が

で
き
る「
い
ち
ご
カ
ー
ド
」を
配
置
し
、市
民
課
、

人
権
推
進
課
、
健
康
課
、
子
育
て
支
援
課
、
及

び
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
で
引

き
換
え
を
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
相
談
窓

口
の
情
報
を
記
し
た
「
お
困
り
ご
と
相
談
カ
ー

ド
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
中

で
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
鈍
ら
せ
な
が
ら
、
人

口
を
維
持
す
る
施
策
を
推
進
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
活
気
あ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
第
８
次

総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
出
会
い
か
ら
出
産
、

育
児
、就
職
に
至
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
や
、

企
業
誘
致
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
歴
史

文
化
、
さ
ら
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま

ち
で
あ
る
こ
と
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
移

住
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、
市
民
と
協
働
、
共
創
を
基
本
と

し
て
、
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
粗
大
ご
み

処
理
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
に
つ
い
て

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

加 藤美智子 議員

公
共
施
設
や
教
育
施
設
へ
の
生
理
用
品
の
常
設

設
置
に
つ
い
て
伺
う

第
８
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

小
中
学
校
へ
の
生
理
用
品
の
常
設
設
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
へ
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁
（
教
育
長・市
民
部
長
）
─
─
─
─
─

月
経
時
の
対
応
へ
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
等
を
考

慮
し
、
現
状
の
対
応
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
へ
の
常
設
設
置
に
つ
い
て
、
学
校

で
は
緊
急
時
に
備
え
る
も
の
と
し
て
生
理
用
品

を
購
入
し
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
は
保
健
室
で
管

理
し
て
い
ま
す
。
生
理
用
品
を
女
子
ト
イ
レ
に

常
設
設
置
す
る
こ
と
は
、
思
春
期
の
女
子
児
童

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

人
口
減
少
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

移
住
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口
、
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
市
民
と
協
働
、

共
創
を
基
本
と
し
て
、
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
人
口

減
少
が
急
速
に
進
む
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
担

い
手
で
あ
る
労
働
力
の
不
足
、
ま
た
、
経
済
活

動
へ
の
悪
影
響
や
税
収
減
な
ど
に
よ
り
、
市
民

生
活
の
質
の
低
下
や
、
市
民
一
人
一
人
の
豊
か

さ
が
奪
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
人
口
減
少
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
本

一般質問の
動画はこちら

津 久井　健吉 議員

一般質問の一般質問の
動画はこちら動画はこちら
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市政を　 う問

残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
展
示
に

必
要
な
準
備
が
済
み
次
第
、
展
示
活
用
し
て
い

き
ま
す
。
鹿
沼
城
ジ
オ
ラ
マ
に
つ
い
て
も
、
新

庁
舎
１
階
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
予
定

な
の
で
、
そ
ち
ら
で
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ⅱ
期
調
査
に
お
い
て

障
子
堀
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
何
か
し
ら
の
形

で
残
す
こ
と
に
つ
い
て
、Ⅱ
期
調
査
の
場
所
は
、

新
庁
舎
の
正
面
出
入
り
口
前
の
歩
行
者
通
路
や

駐
車
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
終
了
後
は
、

道
路
や
駐
車
場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
そ
の

ま
ま
埋
め
戻
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
遺
構
を
見

え
る
形
で
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

発
掘
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
形

で
障
子
堀
を
周
知
し
て
い
け
る
の
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ご
み
排
出
量
の
低
減
化
及
び
資
源
化
の
推
進

に
つ
い
て

鹿
沼
城
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
城
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

発
掘
調
査
の
記
録
や
報
告
書
、
鹿
沼
城
ジ
オ

ラ
マ
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
公
開
す
る

予
定
か
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
Ⅱ
期
調
査
に
お

い
て
も
障
子
堀
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
何
か
し

ら
の
方
法
で
見
え
る
形
で
残
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

展
示
に
必
要
な
準
備
が
済
み
次
第
、
展
示

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

記
録
や
報
告
書
等
の
公
開
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
Ⅱ
期
調
査
の
成
果
と
あ

わ
せ
た
発
掘
調
査
報
告
書
と
し
て
発
刊
す
る
こ

と
に
よ
り
、
広
く
公
開
し
て
い
き
ま
す
。
遺
物

や
記
録
し
た
図
面
な
ど
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が

石 川さやか 議員

一般質問の
動画はこちら

年
３
月
25
日
に
は
「
鹿
沼
市
総
合
治
水
対
策
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、『
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
』こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
一
つ
目
と
し

て
「
過
去
の
災
害
等
を
踏
ま
え
、
重
点
的
か
つ

総
合
的
に
治
水
対
策
を
実
施
す
べ
き
地
区
の
抽

出
と
課
題
解
決
策
の
検
討
」、
二
つ
目
と
し
て

「
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
相
互
に
連
携
・
連
動
し

た
治
水
対
策
の
検
討
」
に
つ
い
て
、
協
議
会
並

び
に
下
部
組
織
で
あ
る
幹
事
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
、
ま
た
、
庁
内
検
討
部
会
に
お
い
て
、

協
議
・
調
整
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
45
号　
令
和
４
年
度
鹿
沼
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

○
移
住
定
住
の
戦
略
的
推
進
に
つ
い
て

○
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

大 貫　毅 議員

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

た
び
重
な
る
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
総
合
的

な
治
水
対
策
の
推
進
が
第
８
次
の
総
合
計
画
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
く
の
か

市
の
見
解
を
問
い
ま
す
。

答　
　
弁
（
危
機
管
理
監
）
─
─
─
─
─
─
─

治
水
対
策
の
検
討
に
つ
い
て
、
鹿
沼
市

総
合
治
水
対
策
協
議
会
等
で
協
議
・
調

整
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
８
次
鹿
沼
市

総
合
計
画
で
は「
防
災
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
掲
げ
る
と
と

も
に
、
新
規
施
策
と
し
て
「
総
合
的
な
治
水
対

策
の
推
進
」
を
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
本

一般質問の
動画はこちら

鹿沼城跡の石碑
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６月定例会の結果
令和4年第2回

　人　事	 （敬称略）

人事案件が議決されました。（議案第53～57号）

鹿沼市副市長
福田　義一（ふくだ　よしかず・引田）

人権擁護委員（候補者）
福田　壽子（ふくだ　ひさこ・上日向）

石川　佳男（いしかわ　よしお・上石川）

鹿沼市固定資産評価員
篠原　宏之（しのはら　ひろゆき・西茂呂）

鹿沼市清洲財産区管理会委員
田邉　馨（たなべ　かおる・久野）

　人権擁護委員法に基づいて、各市町村に設置される非常勤
職で、法務大臣が委嘱する民間のボランティア。日常生活の
中で人権尊重思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害によ
る被害者を救済し、人権を擁護していく活動をしている。議
会の意見を聞いて、市長が法務大臣に対し候補者を推薦する。
任期は３年。

　固定資産を適正に評価し、市町村長が行う価格の決定を補助
するための委員。固定資産の評価に関する知識及び経験を有
する者のうちから議会の同意を得て市町村長が選任する。

　財産区とは、市町村及び特別区の一部で財産を有し、又は公
の施設を設けているものがある場合に、その財産又は公の施
設の管理・処分に関し、特別地方公共団体として法人格を与え
られたもの。委員は、財産区の区域内に３か月以上住所を有す
る者で、市議会議員の被選挙権を有する者のうちから議会の同
意を得て市長が選任する。

　用語解説「人権擁護委員」

　用語解説「固定資産評価員」

　用語解説「財産区管理会委員」

た
っ
て
は
、
継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
給
食
費
徴
収
業
務
の
移
管
に
つ
い
て

は
、文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

「
学
校
給
食
費
の
徴
収
・
管
理
業
務
を
地
方
公

共
団
体
が
自
ら
の
業
務
と
し
て
行
う
こ
と
が
適

切
」
と
さ
れ
、
教
員
の
負
担
軽
減
な
ど
の
効
果

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
給
食
費
徴
収
を
市
で
行
う

場
合
、シ
ス
テ
ム
導
入
や
維
持
に
要
す
る
経
費
、

人
員
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
ほ
か
、
学
校
に
お

い
て
は
児
童
生
徒
の
喫
食
管
理
が
継
続
し
、
学

校
徴
収
金
も
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
に
お
い
て
も
、
学
校
徴
収
金
と
は

別
に
給
食
費
を
納
付
す
る
負
担
が
生
じ
ま
す
。

引
き
続
き
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
課
題
を
整
理
し
て

い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
の
新
設
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
医
療
費
の
18
歳
ま
で
の
無
料
化
に
つ

い
て

佐 藤　誠 議員

学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
小
中
学
校
の
給

食
費
を
無
料
化
す
べ
き
で
あ
り
、
不
可
能
な
ら

ば
せ
め
て
給
食
費
徴
収
業
務
を
各
学
校
か
ら
鹿

沼
市
に
移
管
し
て
学
校
業
務
の
負
担
を
軽
減

し
、
教
員
の
指
導
力
強
化
を
図
り
間
接
的
に
生

徒
と
保
護
者
へ
の
支
援
と
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
学
校
給
食
費
は
、
令

和
４
年
度
予
算
で
年
額
３
億
７
千
112
万
９
千
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
す
べ
て
給
食
材
料
費
に
充

当
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
の
無
料
化
に
あ

一般質問の
動画はこちら
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市長提出議案19件が提出されました。また、陳情２件を審査しました。
議員数23名、表決参加議員数22名※（※議長は表決には加わりません。）

議員の賛否を公表
令和４年第２回定例会

賛否の分かれた議案等

専
決
処
分
事
項

令
和
３
年
度
当
初
予
算

議案40　令和３年度鹿沼市一般会計補正予算（第12号）について
　歳入については、市税、地方消費税交付金、地方交付税、国県支出金、市債等の増減額を計上し、歳出について
は、財政調整基金積立金、公共施設整備基金積立金、生活保護扶助費、中小企業経営対策事業費等の増減額を
計上したもので、この補正額を2億9,919万5,000円の増とし、予算総額を479億3,653万6,000円とするものです。

賛
成

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

棄
権【希望】鰕原一男

棄
権【希望】鰕原一男

反
対

【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉・
	 増渕靖弘
【希望】橋本　修・鈴木　毅・
	 佐藤　誠・鰕原一男

6/20可決
賛成	21

名

棄権	 1
名

6/20可決
賛成	21

名

棄権	 1
名

6/20可決
賛成	15

名

反対	 7
名

令
和
４
年
度
補
正
予
算

契
約
の
変
更

議案45　令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第２号）について
　歳入については、国庫支出金及び繰入金の増額を計上し、歳出については、賦課事務費、住民基本台帳費、商業振興
推進事業費等の増額を計上したもので、この補正額を2億6,848万5,000円の増とし、予算総額を414億9,363万5,000
円とするものです。

議案47　工事請負契約の変更について
　令和２年１月29日第２号議案として議決を得た鹿沼市新庁舎整備建設工事について、賃金等の急激な高騰に対処する
ための全体スライドの適用及び一部設計変更により、58億7,459万4,000円となるので、契約の金額を変更するためのもの
です。

賛
成

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

賛
成

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
	 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

討　論 　※この議案について、討論が行われました。

　議案４７の討論は次のページに続きます。
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契
約
の
変
更

反対討論   鰕原一男　議員

　市長公約総事業費60億円以内は、現在庁舎整備事業の関連経費73億円です。アスファルト舗装の見直しは、今更大型
車両侵入に対応するためとしている。また、壬生町役場や下野市役所等で実施している無電柱化の計画がない等、防災拠点
としての不安が表面化した。現在の場所での建設は、ロータリーの庭石を破砕し路盤材とし、県内初の発見である「障子堀」を
完全に破壊した。他の市では、文化財の保存と活用に努めているのに、鹿沼市では、歴史に対する“横暴な行為”が令和の時
代になっても続けられている。

反対討論   鈴木　毅　議員

　佐藤市長が当初宣言した予算総額からの超過、計画の逸脱や不備の多い新庁舎整備計画であり、 本来は当初計画とし
て予算計上すべき工事が、工期半ばで唐突に今議会で提案されることは不自然であり、作為を感じさせる。特に壁画の設置
は、必要性や費用対効果や本当に市民の要望なのかという点で疑問があるが、それだけを中止しその他の追加工事だけに賛
成することができない一括採択式の議案の提示がされている。今でも現在の場所に建てることに不満を持つ市民の声も聞け
る状況下、事業の進め方として問題があり、自民党を代表して反対する。

棄
権【希望】鰕原一男

棄
権【自由民主党】宇賀神敏

6/20可決
賛成	21

名

棄権	 1
名

令
和
４
年
度
補
正
予
算

議案58　令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第３号）について
　歳入については、国庫支出金の増額を計上し、歳出については、臨時特別給付金給付事業費、児童扶養手当費等の
増減額を計上したもので、この補正額を3億6,862万5,000円の増とし、予算総額を418億6,226万円とするものです。

賛
成

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

陳
情

陳
情
第
６
号
を
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

陳情６　スケートボード練習場の設置を求める陳情
　子供から大人まで自由にのびのびとスケートボードを練習できる場所の設置等を求めるものです。

反
対

【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【自由民主党】津久井健吉・増渕靖弘
【希望】橋本　修・鈴木　毅・
	 佐藤　誠・鰕原一男賛

成

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
	 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
	 関口正一
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

継続審査
賛成	13

名

反対	 8
名

棄権	 1
名討　論 　※この陳情を継続審査とすることについて、討論が行われました。

反対討論   佐藤　誠　議員

　スケボーパークの設置を望む陳情書が5月13日に議会に提出され、本日6月20日までの充分な期間を活用し、
我々自由民主党鹿沼支部は先進地視察等の調査研究を重ね、本市に同施設が必要との結論に至った。時流に照
らして有意義であり、県内では日光市に既に設置されており、小山市や佐野市等でも設置に前向きの検討が始まっ
ている。鹿沼市も遅れを取るべきではない。よって、取り扱いを先延ばしすること、つまり継続調査扱いとすることに
反対する。今議会で採択した上で、設置に向け更なる調査研究提言を重ねていくべきである。

討　論 　※前ページの続きです。
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全議員が賛成した議案等

陳
情

陳情２	 議員定数の削減について
　議員定数を現行の24名から20名に削減するこ
とを求めるものです。

契
約
の
締
結

条
例
の
一
部
改
正

議案46　財産の取得の変更について
　令和４年３月22日第15号議案として議決を得
た水源地域振興拠点施設用地としての財産の
取得について、その後、地権者である国との随
意契約により取得予定価格が133万円となるの
で、その価格を変更するためのものです。

人
事

議案53　鹿沼市副市長の選任について
議案54、55　人権擁護委員候補者の推薦について
議案56　鹿沼市固定資産評価員の選任について
議案57　鹿沼市清洲財産区管理会委員の選任について

（議案53～57については、10ページをご覧ください。）

議案41	 �令和３年度鹿沼市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）について
　歳入については、県支出金、繰入金、
諸収入等の増減額を計上し、歳出につ
いては、一般被保険者療養給付費、一
般被保険者高額療養費、予備費等の増
減額を計上したもので、この補正額を1億
2,778万5,000円の減とし、予算総額を
104億6,795万4,000円とするものです。

議案42	 �令和３年度鹿沼市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号）について
　歳入については、繰入金及び諸収入の
減額を計上し、歳出については、健診事
業費、後期高齢者医療広域連合納付金
等の減額を計上したもので、この補正額を
2,070万5,000円の減とし、予算総額を
11億5,844万6,000円とするものです。

議案43	 �鹿沼市税条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、商業地
等に係る固定資産税の負担調整措置の
見直し、固定資産税等の証明書交付にお
ける一定の措置及び省エネ改修を行った
既存住宅に係る税額の減額措置等の拡
充を行うためのものです。

議案44	 �鹿沼市都市計画税条例の一部改正につ
いて
　地方税法の一部改正に伴い、令和４年
度に限り、商業地等に係る都市計画税の
負担調整措置における税負担の上昇幅を
軽減するためのものです。

議案48	 �工事請負契約の締結について
　鹿沼市環境クリーンセンター粗大ごみ処理施
設基幹的設備改良工事の請負契約を、川崎重
工業株式会社と20億5,700万円で締結するため
のものです。

議案49	 �物品購入契約の締結について
　粟野分署高規格救急自動車購入に係る指名
競争入札を去る４月２８日に行い、その結果、栃木
トヨタ自動車株式会社鹿沼店が3,470万5,000
円で落札したので、本契約を締結するためのもの
です。

議案50	 �鹿沼市税条例等の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、特定配当等及
び特定株式等譲渡所得について、所得税で選択
した課税方式を住民税においても適用するととも
に、住宅借入金等特別税額控除の延長及びわ
がまち特例の割合の設定を行うためのものです。

議案51	 �鹿沼市都市計画税条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、わがまち特例の
割合を定めるとともに、引用する同法の条項を整
理するためのものです。

議案52	 �鹿沼市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について
　人事院規則の一部改正に準じ、妊娠及び出
産に関する相談体制の充実を図るとともに、非常
勤職員の育児休業及び部分休業の取得におけ
る在職要件を緩和するためのものです。

専
決
処
分
事
項

財
産
の
取
得

令
和
３
年
度
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

5/25可決
全員が賛

成

6/20可決
全員が賛

成

継続審査
全員が賛

成



2022　　220号 （　　）14議会

注目議題の解説 クローズアップ
～コロナ禍や物価高騰に対応するための事業を実施します～
■議案第 45号　令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第２号）について
■議案第 58号　令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第３号）について

　今議会に提出された一般会計補正予算の議案のうち、コロナ禍や物価高騰の影響に対応するための事
業の一部をご紹介します。

令和 4 年度鹿沼市一般会計補正予算（第２号）に含まれる事業の一部
　総務費　交通対策費　2,337万5,000円の 増

　燃料費高騰に伴うタクシー事業者への支援策として、車両１台あたり５万円の応援金を給付する
とともに、リーバス車両への感染拡大防止啓発広告の掲載、また、空調機能の向上のため、予
約バス車両の更新を行うものです。

　商工費　観光開発費　1,614万4,000円の 増
　屋台のまち中央公園内の掬翠園をコワーキングスペースとしても活用できるよう、空調機能や
Wi-Fi機能などを整備するものです。

　消防費　常備消防費　243万5,000円の 増
　救急隊員用の感染防護服及び、救急車内の除菌を行うための高濃度オゾン発生装置を購入す
るものです。

令和4年度鹿沼市一般会計補正予算（第３号）に含まれる事業の一部
　総務費　交通対策費　610万円の 増

　燃料費高騰対策として、市内に本社または営業所が所在する貸切バス事業者を対象に、バス
１台あたり10万円の支援金を支給するものです。

　民生費　社会福祉総務費　1億4,554万1,000円の 増
　住民税非課税世帯及び家計急変世帯へ1世帯当たり10万円の「住民税非課税世帯等に対す
る臨時特別給付金」を支給するものです。

　民生費　こども支援費　1億473万円の 増
　国の施策である、低所得の子育て世帯に対する児童1人当たり5万円の給付金を支給するものです。

　商工費　商工業振興費　6,839万円の 増
　市民の消費を喚起するとともに、事業者の適切な価格転嫁を促すため、「プレミアム付き商品券
発行事業」のプレミアム率と発行総額を、さらに拡充して支援するためのものです。

　教育費　学校給食費　2,956万4,000円の 増
　原油価格や物価の高騰による給食材料費の上昇を受け、安心安全な学校給食を維持するために、
賄材料費を補正するものです。
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議会からのお知らせ

　請願 ･ 陳情とは、市政全般について議会に善処を要望することです。議員の紹介があるものを請願、
ないものを陳情と言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。ただし、陳情は、その内容等によっては請願
に準ずる審査等をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（℡ 63-2203）
までお問い合わせください。

［請願・陳情の提出要領］
　Ａ４判、署名または記名押印して提出してください。

　※注意事項
　①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
　②要旨や理由は簡潔に記入してください。
　③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

　本会議の様子については、
鹿沼ケーブルテレビで生中継
及び録画放送をしているほか、
YouTube（ユーチューブ）で動
画配信（下記QRコード）もし
ていますので、ぜひご覧にな
ってください。

鹿沼市ホームページ
（議会の動画配信）

※�なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧いた
だくか、または議会事務局までお問い合わせ下さい。（電話　６３－２２０３）

令和４年第３回定例会（予定） 令和４年第４回定例会（予定）

請願・陳情はこんな方法で

定例会の日程 動画を
配信しています

月 日 曜 内容

8
17 水 議会運営委員会

24 水 本会議（第１日）
提出議案の説明

9

7 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

8 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

9 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

13 火 総務常任委員会

14 水 教育福祉常任委員会

15 木 産業建設常任委員会

20 火 決算特別委員会

21 水 決算特別委員会

26 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

月 日 曜 内容

11
15 火 議会運営委員会

22 火 本会議（第１日）
提出議案の説明

12

7 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

8 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

9 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

13 火 総務常任委員会

14 水 教育福祉常任委員会

15 木 産業建設常任委員会

19 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧下さい。
議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。　  gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　

議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。

（電話  63−2203）

鹿沼市議会 検 索

全国市議会議長会から表彰を受けました！

高校生が議会事務局の仕事を体験しました！

表紙の写真は

　市政発展に貢献した長年の功績により、本市の３名の議員が全国市議会議長会から永年勤続表
彰を受けました。

　７月５日（火）から７日（木）までの３日間、栃木県立鹿沼商工高等学校の生徒２名をインターンシップ
実習生として受け入れました。
　実習生の２人には、委員会音源データの文字起こしや議会だよりの編集などの事務を体験して
もらいました。

　今まで学んだ書の技術を生かし
て精一杯書いたので、掲載される
ことは、鹿沼市民の一人として光栄
だと思いました。

大貫　毅　議員
議員１０年以上表彰

佐藤　誠　議員
議員１０年以上表彰

舘野　裕昭　議員
議員１０年以上表彰

　今号は、鹿沼東高等学校 ２年生の
添野心望さんに揮ごうして頂きました。

題字の揮ごうについて

　今回、鹿沼市議会だよりの題字
を書かせていただく機会を得て、議
会についてもっと知りたいと思いま
した。

　5月28日に「鹿沼さつき祭り協賛 感謝と
応援の花火」として、御殿山公園と鹿沼72
カントリークラブで花火が打ちあがりました。
表紙の鹿沼72カントリークラブでは、昨年に
引き続き尺玉を含む大輪の花火が夜空を彩
りました。

委員会音源の文字起こし

議会だよりの編集

音声を聞きながら、文
字に起こす作業は新鮮
でとても難しいなと感
じました。

この3日間を通して将来へ活
かせるような貴重な体験をさ
せていただきました。今回学
んだことを力に、これからも
精進したいと思います。

議会だよりの編集は、
答弁の中から要約し、
規定の文字数に収める
ことが大変でした。


